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生活道路の法定速度が
60km→30kmになります

未
来
へ

“
安
全
運
転
”と
共
に



速
度
は
も
ち
ろ
ん
、

状
況
に
応
じ
た
安
全
な
運
転
を
！

令
和
７
年
、
本
町
で
は
53
件
の
交
通
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。
路
線
別
に
み
る

と
、
国
道
４
件
、
県
道
19
件
、
町
道
28
件
、

そ
の
他
２
件
と
な
っ
て
お
り
、
生
活
道
路

を
含
む
町
道
で
の
交
通
事
故
が
最
も
多
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
警
察
庁
が
公
開
し
て
い
る

デ
ー
タ
を
も
と
に
、
令
和
６
年
に
町
内
で

発
生
し
た
交
通
事
故
の
場
所
を
調
べ
る

と
、全
47
件
中
20
件
が
、生
活
道
路
や
、生

活
道
路
と
生
活
道
路
で
は
な
い
道
路
の
交

差
点
付
近
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。

生
活
道
路
は
、自
宅
、職
場
、学
校
や
公

園
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
の
現
場
に
と
て

も
近
い
存
在
で
す
。
近
い
か
ら
こ
そ
、
交

差
点
は
も
ち
ろ
ん
、
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
民

家
な
ど
か
ら
人
、
車
、
バ
イ
ク
や
自
転
車

が
、
突
然
飛
び
出
し
て
来
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
す
。

「
い
つ
も
通
っ
て
い
て
、
慣
れ
て
い
る

か
ら
」な
ど
と
油
断
し
た
り
、
自
身
の
運

転
技
術
を
過
信
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け

る
と
と
も
に
、
法
定
速
度
を
守
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、「
か
も
し
れ
な
い
運
転
」を
意
識

し
な
が
ら
、
道
路
状
況
や
天
候
な
ど
に
応

じ
て
安
全
に
運
転
す
る
よ
う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

交通ルールを守るのはもちろん、
「かもしれない運転」を意識して安全
運転を心掛けてきました。また、子ど
もを乗せて運転するときは特に注意し
て運転しています。例えば、後部座席
に乗る子どもが泣くとどうしても意識
が子どもに向いてしまうこともありま
すが、運転への集中力を切らさないよ
う気をつけています。これからも「か
もしれない運転」を心掛け、交通ルー
ルを守って、安全に運転していきたい
と思います。

福
ふ く と み

冨 拓
た く む

夢さん（31）
（蓼池在住）

仕事で大型トラックに乗っており、
目的地周辺などで生活道路のような
幅員の狭い道路を通行することがあ
ります。これまでも、法定速度をはじ
めとする交通ルールを守るのはもち
ろん、車の窓を開けて周囲の音を確認
したり、目視で周囲の状況を確認した
りと、急な飛び出しにも対応できるよ
う慎重に走行してきました。これから
も、仕事でもプライベートでも交通
ルールを守り、安全運転を心掛けたい
と思います。

生
活
道
路
の
法
定
速
度
が
、

時
速
30
㌔
㍍
に
！

９
月
１
日（
火
）か
ら
、中
央
線
や
中
央

分
離
帯
な
ど
の
な
い「
生
活
道
路
」の
法
定

速
度
が
、
時
速
60
㌔
㍍
か
ら
、
時
速
30
㌔

㍍
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
道
路
は
？

①
主
に
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
利
用
さ

れ
る
、中
央
線
な
ど
の
な
い「
生
活
道
路
」

【
図
①
】

②
そ
の
ほ
か
、中
央
線
な
ど
の
な
い
一
般
道
路

※�

道
路
標
識
な
ど
に
よ
り
最
高
速
度
が
指
定

さ
れ
て
い
る
道
路
で
は
、
標
識
な
ど
に
標

示
さ
れ
て
い
る
速
度
が
最
高
速
度
で
す
。

（
例
）＝
中
央
線
な
ど
の
な
い
道
路
で
も
、

時
速
40
㌔
㍍
の
標
識
が
あ
る
道
路
の
最
高

速
度
は
、
時
速
30
㌔
㍍
で
は
な
く
時
速
40

㌔
㍍
で
す
。

●�

法
定
速
度
が
時
速
60
㌔
㍍
の
ま
ま
の
道

路
は
？

①�

高
速
自
動
車
国
道（
高
速
道
路
）の
う

ち
、
本
線
車
線
、
こ
れ
に
接
す
る
加
速

車
線
と
減
速
車
線
以
外
の
も
の（
ラ
ン

プ
部
分
、
登
坂
車
線
、
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア
内
の
通
路
）

②
自
動
車
専
用
道
路

③�

道
路
標
識
な
ど
で
、
中
央
線
ま
た
は
車

両
通
行
帯
が
設
け
ら
れ
て
い
る一般
道
路

（
中
央
線
の
あ
る
道
路
や
、
右
折
レ
ー

ン
が
設
け
ら
れ
て
い
る
道
路
）【
図
②
】

④�

道
路
の
構
造
や
柵
な
ど
の
工
作
物
で
、

往
復
の
方
向
別
に
分
離
さ
れ
て
い
る
一

般
道
路【
図
③
】

都城警察署管内（三股町・都城市）では、本年7月末時点で
238件の人身事故が発生しており、そのうち生活道路上では
55件発生しています。生活道路では車同士の出合頭事故の
ほか、車と自転車の事故や相手をびっくりさせてバイク・自
転車を転倒させる「驚

きょうがく

愕事故」も発生しています。生活道路
は見通しの悪い交差点が多いため、交差点に進入する前には
徐行するなど「車が出てくるかもしれない」といった「かも
しれない運転」を心掛けてください。また、自転車の横を通
過する際は、少なくとも１㍍程度間隔を空けることが重要で
す。１㍍程度の間隔を確保できない場合は、時速20～ 30㌔
㍍程度の速度で走行してください。
最高速度規制は、交通の安全と、ドライバー、同乗者、バイ
ク・自転車に乗る人や歩行者など、私たち一人一人を守るた
めに設けられているルールです。決められた速度の範囲内で
あっても、道路状況や天候などに応じて、安全な速度で運転
しましょう。
９月21日（月・祝）～ 30日（水）までの10日間は、「秋の
全国交通安全運動」が行われます。交通事故死者数は秋から
年末にかけて増加する傾向にありますので、夕暮れ時は早め
にライトを点灯しましょう。また、飲酒運転、「ながらスマホ」
や歩行者の「歩きスマホ」は絶対にやめ、ドライバー、バイク・
自転車に乗る人や歩行者など、一人一人が安全に通行するこ
とを心掛けましょう。

道路状況や天候などに応じて、
安全に運転しましょう

➡
通勤、買い物、通院、家族の送迎、レジャーや休日の外出など、
私たちの生活に関わりの深い〝車〟やバイク。私たちの生活に
欠かせない、重要な存在です。しかし、車やバイクの運転は、運
転者によるルール違反や不注意によって、私たち人間に危害を
及ぼす可能性があるのも事実です。
９月１日（火）から、より安全な道路交通を実現するために、
車やバイクの運転に関するルールが一部変更されます。「知ら
なかった」では済まないルールだからこそしっかりと理解し、
これまで以上に安全運転を心掛けましょう。

生活道路の法定速度が

になります

9/1㊋
から

都城警察署　交通課長

長
な が と も

友　和
かず　のぶ

宜さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

道路の構造や柵などの工作物で、往
復の方向別に分離されている一般道
路の一例

道路標識または道路標示などで、中
央線または車両通行帯または道路標
示が設けられている一般道路の一例

中央線などのない「生活道路」の一例

【図③】 【図②】 【図①】

生活道路の法定速度が60km→30kmになります

岩
い わ し た

下 和
か ず ま さ

正さん（35）
（下新在住）
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兒
こ だ ま

玉 道
みちろう

郎さん 杉
す ぎ の

野 　満
みつる

さん 福
ふくなが

永 卓
た く や

弥さん小
こばやし

林 陽
ひ づ る

鶴さん

前
ま え だ

田 　万
よろず

さん下
しもおき

沖 常
つ ね み

美さん 大
おおもり

盛 良
よしかず

一さん 藏
くらもと

元 富
と み お

男さん 細
ほ そ や ま だ

山田 和
か ず み

三さん

第１ブロック 第2ブロック

第3ブロック 第4ブロック

溝
みぞぐち

口 良
よしのぶ

信さん

会　長

下
しもいし

石 寅
と ら お

男さん大
おおわき

脇 辰
た つ み

美さん 池
いけわき

脇 阿
あ ず さ

寿紗さん小
お ぐ ら

倉 休
やすゆき

幸さん

会長職務代理者

農地利用最適化推進委員11人 ［ブロック別］

農業委員７人 ［会長・会長職務代理者以外議席番号順］

ブロック説明〔行政区単位〕
三股町農地利用最適化推進委員の
推薦の求め及び募集に関する要綱
第2条
第１ブロック…�山王原・仲町・東原・

稗田・東植木・西植
木・上新・下新・今
市・花見原・中原

第２ブロック…�上米・中米・櫟田・谷・
小鷺巣・寺柱・大鷺
巣・高畑

第３ブロック…�梶山・田上・轟木・
仮屋・大野・大八重

第４ブロック…�勝岡・前目・餅原・
蓼池・三原

三股町の農地のことは、私たちにご相談ください!

中立委員

松
まつやま

山 喜
き い ち ろ う

一郎さん

中
なかいし

石 利
としかず

和さん

内
う ち だ

田 豊
とよかず

和さん

松
まつやま

山 敏
としみつ

光さん

農業委員会
新体制がスタート

農業者への農地の管理指導や定期的な農地パトロールなど行う、農業委員と農
地利用最適化推進委員。本年７月 19 日（日）で任期満了を迎え、７月 20 日（月）
から計 18 人の新体制で３年の任期が始まりました。

●
町
農
業
委
員
会

　
本
町
の
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
７

人
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
11
人
で

構
成
さ
れ
、
委
員
の
任
期
は
令
和
11
年
７

月
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
農
業
委
員
会
の
主
な
仕
事
は
…

で
す
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
農
地
の
利
用
状
況

を
把
握
し
、
農
地
の
所
有
者
や
耕
作
者
の

意
向
を
聞
き
取
り
な
が
ら
農
地
を
守
り
、

次
の
世
代
の
農
業
者
に
農
地
を
引
き
継
ぐ

た
め
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
農
業
委
員
と
は

　
農
業
に
関
す
る
知
見
が
あ
り
、
地
域
か

ら
推
薦
さ
れ
た
人
の
中
か
ら
、
町
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
し
ま
す
。
農
地
の

売
買
・
貸
借
の
許
可
・
不
許
可
の
決
定
な

ど
を
行
い
ま
す
。　

●
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
は

　
担
当
ブ
ロ
ッ
ク
で
、
農
業
の
担
い
手
へ

の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、
農
業
分
野
へ
の
新
規

参
入
や
営
農
定
着
の
支
援
に
つ
い
て
、
農

業
委
員
と
連
携
し
な
が
ら
活
動
し
ま
す
。

①
農
地
の
売
買
や
貸
借
の
許
可

②
農
地
転
用
案
件
へ
の
意
見
具
申

③
遊
休
農
地
の
調
査
・
指
導

④�

農
地
の
権
利
設
定
や
農
業
上
の
適

正
活
用
に
関
す
る
も
の

全体協議会で確認された案件の農地を、農業委
員と農地利用最適化推進委員で現地に行き、図面
や申請書をもとに確認します。特に転用案件では、
周囲の農地に与える影響などを考慮しながら確認
します。

遊休農地の把握と解消、違反転用の防止や、適正
な農地利用の推進を目的として、担当ブロック内
の農地を巡回し農地がどのように使われているか
を確認します。農地の状況よっては、所有者への働
きかけや有効活用（農地の貸借など）につなげます。

農地の売買や貸借の許可申請など、農業委員会
に申請があった案件の内容確認や役割分担の確認
などを行います。農業委員、農地利用最適化推進委
員、農業委員会事務局職員が出席し、月に１回行わ
れます。

月に１回行われる総会では、現場活動で確認し
た状況を報告。報告をもとに農業委員が審議し、案
件の許可・不許可、意見書の内容を決定します。原
則、農業委員のみで行われますが、農地利用最適化
推進委員の出席も可能です。

全体協議会 総　会

現場活動 農地パトロール

農業委員・農地利用最適化推進委員の仕事

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
☎
52
－
９
０
８
７

農業委員会新体制がスタート

農
地
を
貸
し
た
い

農
地
を
借
り
た
い

農
地
を
売
り
た
い

農
地
を
買
い
た
い

こんなときは、農業委員会にご相談を！
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※�

町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
受
け
る

場
合（
集
団
健
診
）、
日
程
や
場
所
は
、

【
表
１
】を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。同
じ

会
場
で
、
肺
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん
検

診
も
受
診
で
き
ま
す
。

※�

病
院
で
受
け
る
場
合（
個
別
健
診
）は
、

指
定
の
医
療
機
関
で
12
月
28
日（
月
）ま

で
受
診
で
き
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

※�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
健
診
、
検
査

項
目
を
増
や
す
・
減
ら
す
な
ど
の
変
更

を
し
た
場
合
は
全
て
自
己
負
担
に
な
り

ま
す
。

※�

健
診
実
施
期
間
中
に
社
会
保
険
な
ど
に

加
入
し
た
人
、
町
の
人
間
ド
ッ
ク
を
受

診
す
る
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

結
果
を
確
認
し
、

生
活
を
振
り
返
る

健
診
を
受
け
た
人
は
、
健
診
結
果
を
活

用
し
て
生
活
習
慣
の
見
直
し
を
行
い
ま

し
ょ
う（
健
診
受
診
日
か
ら
、
約
２
～
３

カ
月
後
に
結
果
が
届
き
ま
す
）。

健
診
結
果
の
見
方
が
分
か
ら
な
い
人

は
、一
緒
に
健
診
結
果
を
見
な
が
ら
説
明

を
受
け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、希
望

者
は
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
に
事
前
に
電

話
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、対
象
者
に
は「
特
定
保
健
指
導
」

を
案
内
し
ま
す
。

●
保
健
指
導（
予
約
制
・
無
料
）

①
特
定
保
健
指
導

《
対
象
者
》

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
町
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者

腹
囲
ま
た
は
Ｂ
Ｍ
Ｉ
が
基
準
値
以
上
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、血
圧
、血
糖
、脂
質

の
い
ず
れ
か
が
基
準
値
以
上
の
人（
喫

煙
状
況
に
つ
い
て
も
確
認
し
ま
す
）

※
既
に
服
薬
中
の
人
は
除
く
。

《
内　
容
》

専
門
の
ス
タ
ッ
フ（
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
、健
康
運
動
指
導
士
）が
、生
活
改

善
を
３
カ
月
間
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

②
そ
の
他
保
健
指
導

《
対
象
者
》

健
診
結
果
の
値
が
一
定
の
基
準
を
超

え
て
い
る
人

《
内　
容
》

専
門
の
ス
タ
ッ
フ（
保
健
師
、
管
理
栄

養
士
）が
、健
診
結
果
の
説
明
や
、健
康

に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
実
施
し

ま
す
。

●
教
室
・
追
加
検
査

・
血
液
検
査
、尿
検
査（
予
約
制
・
無
料
）

　
《
対
象
者
》

今
年
度
、
特
定
保
健
指
導
を
受
け
た
人

《
内　
容
》

特
定
健
診
と
同
じ
内
容
の
血
液
検
査
と

尿
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
結
果
を
比
較

町
で
は
、
６
月
か
ら
特
定
健
康
診
査
・

後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
以
下
、「
健
診
」

と
い
う
）を
実
施
し
て
い
ま
す
。

健
診
の
目
的
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中

の
要
因
と
な
る「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」を
早
期
に
発
見
し
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
取
り
組
み
、予
防
に
つ
な
げ
る

こ
と
で
す
。

健
診
を
受
け
て
結
果
を
確
認
し
、
生
活

を
振
り
返
り
、生
活
習
慣
病
や
合
併
症
を

予
防
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
を
受
け
る

健
診
を
受
け
る
に
は
、
町
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー
な
ど
で
受
診
す
る
集
団
健
診
と
、

病
院（
指
定
医
療
機
関
）で
受
診
す
る
個
別

健
診
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
６
月
に
受
診
票
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。
受
診
す
る
と
き
は
、
必
ず

保
険
の
資
格
が
分
か
る
も
の（
マ
イ
ナ
保

険
証
と
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
、ま
た
は

資
格
確
認
書
）と
受
診
票（
横
長
の
二
つ
折

り
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
特
定
健
康
診
査（
無
料
）

《
対
象
者
》

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
町
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者

●
後
期
高
齢
者
健
康
診
査（
無
料
）

《
対
象
者
》

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
加
入
者

す
る
こ
と
で
、
生
活
改
善
の
成
果
を
確

認
し
ま
す
。

・�

体
組
成
測
定（
予
約
制
・
無
料
）

　
※
希
望
者
の
み

《
対
象
者
》

今
年
度
、特
定
保
健
指
導
や
そ
の
ほ
か

の
保
健
指
導
、運
動
教
室
に
参
加
し
た

人《
内　
容
》

保
健
指
導
を
実
施
し
た
日
と
、そ
の
約

3
カ
月
後
に
、筋
肉
量
や
脂
肪
量
を
測

定
し
、生
活
改
善
の
成
果
を
確
認
し
ま

す
。

・�

運
動
教
室（
予
約
制
・
無
料
）

　
※
希
望
者
の
み
、日
程
は【
表
２
】参
照

《
対
象
者
》

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
町
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者

《
内　
容
》

健
康
運
動
指
導
士
が
、
家
庭
で
も
手
軽

に
で
き
る
効
果
の
高
い
運
動
を
実
践
指

導
し
ま
す
。

・
い
き
い
き
健
康
教
室（
無
料
）

　
※
日
程
は【
表
３
】参
照

《
対　
象
》

75
歳
以
上
の
人

※
付
き
添
い
の
人
も
参
加
可
能
。

《
内　
容
》

結
果
票
の
見
方
の
説
明
や
、
食
事
に
つ

い
て
の
講
話
な
ど
を
行
い
ま
す
。

【表2】運動教室（40歳以上の三股町国民健康保険加入者）※要予約
受付時間：午前9時30分～（実施時間：午前10時00分～11時00分）
内容 Ａ 歩きの教室 Ｂ 筋力とバランストレーニング 備　考

日程

９月１日（火） ９月29日（火） 安全に実施するため、以下に該当する人は参加で
きません
①仰向け、四つんばいの姿勢を取るのが難しい人
　（マットエクササイズがあります）
②�自宅での血圧が、収縮期血圧160㎜ Hgまたは
拡張期血圧　100㎜ Hg以上の人

③�治療中の病気がある人で、医師から運動を制限
されている人

11月６日（金） 11月17日（火）

12月２日（水） 12月18日（金）

１月14日（木） ２月３日（水）

２月19日（金） ３月９日（火）

※ 町健康管理センター

【表1】特定健康診査・後期高齢者健康診査（集団）
受付時間：午前8時45分～10時30分

対象地区 日　程 実施場所
轟木、仮屋、大野、大八重 ９月２日（水） 第5地区防災センター
山王原・仲町 ９月４日(金)

町健康管理センター
東原 ９月８日(火)
稗田 ９月９日（水)
東植木 ９月11日（金）
西植木 ９月15日(火)
未受診者 10月16日（金） 西部地区体育館
未受診者 10月18日（日） 町健康管理センター
未受診者 11月８日（日）

ただ今、実施中！ただ今、実施中！
特定健康診査特定健康診査とと特定保健指導特定保健指導
を受けましょうを受けましょう

【表３】いきいき健康教室（75歳以上）
実施時間：午前10時00分～11時00分

日　程 実施場所

９月25日（金） 町健康管理センター

10月９日（金） 第1地区分館

10月14日（水） 第8地区分館

10月20日（火） 第9地区分館

12月15日（火） 町健康管理センター

健
康
お
う
え
ん
教
室
の
予
約

※
町
国
民
健
康
保
険
加
入
者
対
象
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わたしたち協力隊の活動の

ようすをお伝えします！

今月で地域おこし協力隊に着任して３年目を迎えます。任期

満了まで残り１年と思うと本当にあっという間に感じます。

今月は妹の結婚式に参加するために韓国に行きます。日本の

結婚式とは少し違うので今回は韓国の結婚式について紹介した

いと思います。日本では挙式の後、ほとんど同じメンバーで披露

宴を楽しみますが、韓国の結婚式は比較的短く、次々に進んでい

きます。韓国の結婚式では、新郎新婦より先に食事をして帰る人

も珍しくありません。ご祝儀袋も韓国では会場で用意されてお

り、ATMが設置されている場合もあります。最近は出席できない

ゲストが口座振込でお祝いを送ることもあるようで私も驚きま

した。結婚式の時間や食事のスタイルは違っても、家族や友人が

２人の新しい出発を祝う気持ちは、日本も韓国も同じです。久し

ぶりに家族が集まる、妹の結婚式を楽しみにしています。暑い天

気が続く中、皆さん、体調に気を付けてください。

「韓国の結婚式」

地域おこし協力隊 趙
ジョ

 昇
ス ン フ

厚さん

Instagramはコチラ

결혼식(結婚式=キョロンシク)   축의금 봉투(ご祝儀袋=チュギグム ポントゥ)

　　
　
　C U L T U R E

L I B R A R Y

三股町立
文化会館
〒889─1901 三股町大字樺山3404─2
TEL.51-3462 FAX.51-3561

令和 6 年度の自主文化事業
ラストラーダカンパニー らふぃゆ れふぃゆ

三股町立
図 書 館
〒889─1901 三股町大字樺山3406─8
TEL.51-3200　FAX.51-3751

舞
台
な
ら
で
は
の
迫
力
や
感
動
は
、
会
場

で
実
際
に
観
る
こ
と
で
よ
り
深
く
味
わ
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。
家
族
や
友
人
と
一
緒
に
楽
し

む
の
は
も
ち
ろ
ん
、一
人
で
ゆ
っ
く
り
と
鑑
賞

す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

こ
の
機
会
に
、
お
得
な
割
引
制
度
を
利
用

し
て
、
町
立
文
化
会
館
で
心
に
残
る
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳
し
く
は
、
本

紙
裏
面
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の

来
場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

予
定
し
て
い
る
自
主
文
化
事
業

●
11
月
27
日
（
金
）

温
故
知
新
（
津
軽
三
味
線
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
）「【
～
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
～ 

翔
】」

●
12
月
11
日
（
金
）

宮
尾
和
真
（
声
楽
）「
ソ
プ
ラ
ノ
×
バ
リ
ト

ン
×
ピ
ア
ノ
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト　

〜
ク
ラ

シ
ッ
ク
の
名
曲
か
ら
聴
き
馴
染
み
の
あ
る

あ
ん
な
曲
ま
で
!?
〜
」

●
１
月
22
日
（
金
）

PA
N

TO
M

IM
E CO

M
ED

Y
 G

A
BEZ

（
パ
ン

ト
マ
イ
ム
）「
ラ
イ
ブ
マ
ン
ガ
」

「 聴きドク！聴いて楽しむ朗読会 」

「 職場体験の様子 」

本
年
度
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
気
軽

に
舞
台
芸
術
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

新
た
に
「
３
公
演
割
」
と
「
町
民
割
」
を
実
施

し
ま
す
。

「
３
公
演
割
」
は
、
対
象
と
な
る
３
つ
の
公

演
を
ま
と
め
て
購
入
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
チ
ケ
ッ
ト
を
通
常
よ
り
お
得
な
料
金
で

購
入
で
き
る
制
度
で
す
。
興
味
の
あ
る
公
演

だ
け
で
な
く
、
普
段
は
あ
ま
り
触
れ
る
機
会

の
な
い
ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
に
も
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
新
た
な
舞
台
の
魅
力
を
発
見
し

て
い
た
だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
町
民
割
」
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
、
対
象
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
割
引
料

金
で
販
売
す
る
制
度
で
す
。
こ
れ
ま
で
町
立

文
化
会
館
の
公
演
を
観
覧
し
た
こ
と
が
な
い

人
や
、
鑑
賞
し
て
み
た
い
と
思
い
な
が
ら
も

機
会
が
な
か
っ
た
人
に
も
、
身
近
な
文
化
施

設
と
し
て
気
軽
に
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

今
回
、
初
め
て
実
施
し
ま
す
。

蔵
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

高
校
生
が
図
書
館
の
職
業
体
験

７
月
７
日
（
火
）～
10
日
（
金
）、
櫻
美
学
園

高
等
学
校
３
年
生
が
職
業
体
験
に
訪
れ
ま
し

た
。
窓
口
業
務
、新
刊
図
書
受
け
入
れ
、図
書

展
示
コ
ー
ナ
ー
作
成
や
子
ど
も
た
ち
へ
絵
本

読
み
聞
か
せ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
体

験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

県
巡
回
パ
ネ
ル
展
の
お
知
ら
せ

次
の
と
お
り
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
す
。

関
連
図
書
の
展
示
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「
健
康
増
進
普
及
月
間
パ
ネ
ル
展
」

【
期
間
】
９
月
１
日
（
火
）～
30
日
（
水
）

パ
ネ
ル
提
供
…
都
城
保
健
所

「
ひ
き
こ
も
り
　
わ
か
る
・
よ
り
そ
う
・
つ
な

が
る
パ
ネ
ル
展
」

【
期
間
】
９
月
12
日
（
土
）～
10
月
８
日
（
木
）

パ
ネ
ル
提
供
…
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆�

休
館
案
内（
17
㌻
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
）

聴
き
ド
ク
！
聴
い
て
楽
し
む
朗
読
会

　

７
月
17
日
（
金
）、「
聴
き
ド
ク
！
聴
い
て

楽
し
む
朗
読
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
劇
団

こ
ふ
く
劇
場
・
あ
べ
ゆ
う
さ
ん
が
、
落
語

『
芝し
ば
は
ま浜

』『
粗そ
こ
つ忽

長な
が
や屋

』、
講
談
『
眠ね
む

り
猫ね
こ

』『
子こ

ど
も
つ
な
ひ
き
騒そ
う
ど
う動

』
を
語
り
口
調
で
朗
読

し
ま
し
た
。
16
人
が
参
加
し
、
あ
べ
さ
ん
の

滑
稽
な
語
り
に
聞
き
入
っ
て
い
る
様
子
で
し

た
。
ま
た
、
朗
読
会
は
落
語
と
講
談
の
違
い

の
説
明
、
関
連
本
の
紹
介
や
あ
べ
さ
ん
の
落

語
に
対
す
る
思
い
な
ど
も
交
え
な
が
ら
進
め

ら
れ
、
古
典
芸
能
に
つ
い
て
触
れ
る
時
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
発
表
さ
れ
た
第
１
７
５
回
芥
川

賞
・
直
木
賞
受
賞
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
芥
川
賞
】『
ゾ
ン
ビ
回
収
婦
』

小こ
さ
が
わ

砂
川
チ
ト
／
著　

講
談
社

【
直
木
賞
】『
け
ん
ぐ
ゎ
い
』

朝あ
さ
く
ら倉

か
す
み
／
著　

光
文
社

　

受
賞
作
品
や
受
賞
作
家
の
著
書
も
多
数
所

読
ん
で
み
ま
せ
ん
か

芥
川
賞
・
直
木
賞
受
賞
作
品

昨
年
、
ア
メ
リ
カ
の
夏
時
間
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は

時
差
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
ま

す
！ 

広
大
な
ア
メ
リ
カ
に
は
、本

土
の
４
つ
の
時
間
帯
に
、
ア
ラ
ス

カ
と
ハ
ワ
イ
を
加
え
た
計
６
つ

の
標
準
時
が
あ
り
ま
す
。
世
界
基

準
か
ら
の
時
差
は
、
東
部
が
マ
イ

ナ
ス
５
時
間
、
中
部
が
マ
イ
ナ
ス

６
時
間
、
山
岳
部
が
マ
イ
ナ
ス
７

時
間
、
太
平
洋
が
マ
イ
ナ
ス
８
時

間
、
ア
ラ
ス
カ
が
マ
イ
ナ
ス
９
時

間
、
ハ
ワ
イ
が
マ
イ
ナ
ス
10
時
間

で
す（
ハ
ワ
イ
州
で
は
夏
時
間
を

実
施
し
て
い
ま
せ
ん
）。

こ
れ
ほ
ど
時
差
が
あ
る
の
は
、

東
西
の
距
離
が
約
４
５
０
０
㌔

㍍
以
上
と
、
驚
く
ほ
ど
広
大
だ
か

ら
で
す
。
も
と
も
と
ア
メ
リ
カ
で

は
、
ま
ち
ご
と
に
太
陽
の
位
置
に

よ
る
バ
ラ
バ
ラ
な
時
間
を
使
っ
て

生
活
し
て
い
ま
し
た
が
、
19
世
紀

に
発
展
し
た
鉄
道
を
正
確
に
運

行
・
管
理
す
る
た
め
、
こ
の
時
間

帯
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
ア
ラ
ス
カ
州
の
一
部

地
域
に
は
、
本
島
と
は
違
う
独
自

の
小
さ
な
時
間
帯
を
使
っ
て
暮
ら

し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
場
所
も
あ

り
ま
す
よ
！ 

中
に
は
、通
勤
な
ど

の
関
係
で
異
な
る
時
間
帯
の
地
域

を
行
き
来
す
る
、
本
当
の
タ
イ
ム

ト
ラ
ベ
ラ
ー
の
よ
う
な
人
た
ち
も

い
ま
す
！

地域おこし協力隊通信 vol.78

土
井
恵
子

信
号
機
な
き
横
断
歩
道
を
渡
り
終
え
深
き
礼
せ
り
名
も
な
き
人
が

夢
抱
き
二
十
歳
の
孫
は
東
京
の
テ
レ
ビ
番
組
制
作
会
社
へ

[

短
歌]

 

◆◆
◆◆
◆◆  

三
股
短
歌
会 

◆◆
◆◆
◆◆

【

】
わ
が
家
の
七
番
目
の
孫
は
今
年
専
門
学
校
を
出
て
自
分
の
好
き
な

道
に
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
子
が
携
わ
っ
た
と
い
う
番
組
を
家
族

で
楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

331

桒
畑
洋
子

深
い
一
礼
に
、
止
ま
っ
て
く
れ
た
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
表
れ

て
い
ま
し
た
。
私
は
渡
り
始
め
に
軽
く
礼
を
す
る
だ
け
で
す
。
ど

こ
の
誰
か
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
、
そ
の
姿
を
美
し
い
と
思
い
ま
し

た
。
短
歌
に
す
る
と
、
そ
の
日
の
出
来
事
や
思
い
を
一
首
に
し
て

残
せ
ま
す
。
あ
な
た
も
短
歌
し
ま
せ
ん
か
。

外国語指導助手のコーナー

今月の表紙

『運 転』

安全運転を心掛けましょう

今月は、生活道路の法定速度に
関する記事を掲載しました。生活
道路は私たち一人一人にとって身
近な道路で、自動車やバイクも大
切な存在。だからこそ複数の町民
の皆さんに写っていただきたいと
思い、撮影しました。９月１日（火）
から、生活道路の法定速度が30㌔
㍍に引き下げられます。速度はも
ちろん、周囲の状況や道路標識な
ども確認しながら、適度な緊張感
をもって安全運転を心掛けていき
ましょう。

「アメリカの
不思議な時差」

令和 6 年度の自主文化事業　温故知新
【 ARATA 】Ⅱ〜民謡そして現代曲へ〜

町
立
文
化
会
館　

自
主
文
化
事
業

町
民
割
＆
３
公
演
割
チ
ケ
ッ
ト
の
ご
案
内

ライト・デレック
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Topics

三
股
の
夏
の
風
物
詩

各
地
で
六
月
灯
や
夏
祭
り
が
開
催

ＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳＭＩＭＡＴＡ ＴＯＷＮ＇Ｓ ＴＯＰＩＣＳ
題話のちま

地
域
密
着
型
の
施
設
が
完
成

廣
済
寺
ビ
ハ
ー
ラ
特
養
三
股
中
央

７
月
27
日（
月
）、「
廣こ

う
さ
い
じ

済
寺
ビ

ハ
ー
ラ
特
養
三
股
中
央
落
成
式
」

が
上
新
地
区
の
同
施
設
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

本
施
設
は
、県
の
地
域
医
療
介

護
総
合
確
保
基
金
事
業
を
活
用
し

て
整
備
さ
れ
た
地
域
密
着
型
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
。町
が
事
業
者
の
公
募
を

行
い
選
定
し
た
、社
会
福
祉
法
人

三さ
ん
か
か
い

樺
会（
福ふ

く
ざ
わ澤
晃こ

う
じ二
理
事
長
）が
設

置
・
運
営
す
る
施
設
で
す
。

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域

共
生
社
会
の
構
築
」を
基
本
理
念

と
す
る
本
施
設
に
は
、
特
養
29

床
と
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
が

設
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、地
域
住

民
も
利
用
で
き
る
地
域
交
流
ス

ペ
ー
ス
も
設
置
。子
ど
も
食
堂
や

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
と
し
て

も
活
用
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

自
治
公
民
館
対
抗
！

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催

７
月
26
日（
日
）、旭
ヶ
丘
運
動

公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
な
ど
町
内

５
会
場
で
、第
19
回
み
ま
た
町
民

総
合
ス
ポ
ー
ツ
祭「
自
治
公
民
館

対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」を
開

催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、自
治
公
民
館
相
互
の

親
睦
を
深
め
、豊
か
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

毎
年
開
催
し
て
い
る
大
会
。今
回

は
、
15
の
自
治
公
民
館
か
ら
17

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

【
三
股
中
Ａ（
北
側
）】

優
勝
＝
今
市
Ａ

【
三
股
中
Ｂ（
南
側
）】

優
勝
＝
東
植
木
Ｂ

【
三
股
小
】優
勝
＝
三
原

【
旭
ヶ
丘
運
動
公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
場
】優
勝
＝
西
植
木

【
蓼
池
公
園
】優
勝
＝
花
見
原

Topics

上
米
公
園
と
五
本
松
児
童
公
園

幼
児
用
の
複
合
遊
具
が
完
成

上
米
公
園
、五
本
松
児
童
公
園

の
遊
具
老
朽
化
に
伴
う
更
新
に

よ
っ
て
新
し
い
複
合
遊
具
が
完

成
し
、６
月
か
ら
開
放
し
て
い
ま

す
。上

米
公
園
に
は
、音
を
鳴
ら
し

て
楽
し
む「
鉄
琴
パ
ネ
ル
」や
真

夏
で
も
熱
く
な
り
に
く
い
滑
り
台

「
パ
イ
プ
ス
ラ
イ
ダ
ー
」な
ど
で
構

成
さ
れ
る
複
合
遊
具
を
設
置
。五

本
松
児
童
公
園
に
は
、３
つ
の
滑

り
台
や
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
が
で

き
る「
シ
ョ
ッ
プ
パ
ネ
ル
」な
ど
で

構
成
さ
れ
る
複
合
遊
具
を
設
置
し

ま
し
た
。

い
ず
れ
の
複
合
遊
具
も
、対
象

年
齢
は
３
～
６
歳
で
す
。

長
年
の
防
災
尽
力
に
感
謝

退
職
消
防
団
員
に
感
謝
状

７
月
23
日（
木
）、町
役
場
で「
退

職
消
防
団
員
に
対
す
る
感
謝
状
贈

呈
式
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
町
消

防
団
に
５
年
以
上
在
籍
し
、３
月

末
で
退
団
し
た
10
人
が
対
象
で
す
。

式
で
は
、木
佐
貫
町
長
が
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
を
述
べ
、出
席
者一人一人
に

感
謝
状
を
手
渡
し
ま
し
た
。な
お
、

退
団
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

敬
称
略
、（　
）
内
は
旧
所
属
部
。

下し
も
い
し石
賢け

ん
じ史（
機
動
本
部
）、田た

は
ら原
智と

も
ゆ
き幸（
機

動
本
部
）、松ま

つ
や
ま山
健け

ん
い
ち一（
第
１
部
）、菊き

く
か
わ川

隆り
ゅ
う
じ児（
第
１
部
）、水み

ず
も
と元
大ひ

ろ
き樹（
第
１
部
）、

堀ほ
り
う
ち内

裕ゆ
う
い
ち一（

第
２
部
）、木き

し
た下

大だ
い
す
け輔（

第
２

部
）、大お

お
み
ね峰
崇た

か
ふ
み史（
第
３
部
）、別べ

つ
の
う納
広ひ

ろ
き樹

（
第
４
部
）、原は

ら
む
ら村
裕ゆ

う
す
け介（
第
７
部
）

「
活
動
を
通
じ
て
、団
員
の
皆
さ
ん
や
地
域
の
皆

さ
ん
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
私
に

と
っ
て
財
産
で
す
。こ
れ
か
ら
も
何
ら
か
の
形
で

消
防
団
活
動
に
協
力
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

木き
し
た下

大だ
い
す
け輔

さ
ん

（
在
籍
年
数
18
年
）

退
団
者

上米公園上米公園 五本松児童公園五本松児童公園

７
～
８
月
に
は
、町
内
の
夏
を

彩
る
六
月
灯
や
夏
祭
り
が
各
地
域

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

六
月
灯
と
は
、
旧
暦
の
６
月
、

梅
雨
が
明
け
た
夏
の
盛
り
に
無
病

息
災
や
五
穀
豊
穣
を
祈
る
祭
り
で

す
。現
在
は
、踊
り
、灯
籠
の
奉
納

や
花
火
の
打
ち
上
げ
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

蓼
池
地
区
で
は
、
７
月
25
日

（
土
）に
、蓼
池
早
馬
神
社
・
蓼
池

公
園
多
目
的
広
場
で「
蓼
池
早
馬

神
社
夏
祭
り
」（
六
月
灯
）が
開
催
。

地
元
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
郷
土

芸
能（
俵
踊
り
）や
、
た
で
い
け

認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
に
よ
る
合

奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、行
事
終
盤
に
は
花
火
が
打
ち

上
げ
ら
れ
、会
場
は
大
い
に
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

（東原）夏まつり（東原）夏まつり （前目）六月灯（前目）六月灯

（蓼池）早馬神社夏祭り（蓼池）早馬神社夏祭り （餅原）六月灯（餅原）六月灯

（今市）夏祭り（今市）夏祭り

遊具ができました遊具ができました

環
境
問
題
へ
の
理
解
を
深
め
る

「
ら
ん
ま
先
生
」が
来
町
！

７
月
25
日（
土
）、町
立
文
化
会

館
で
、「
ら
ん
ま
先
生
の
ｅ
ｃ
ｏ

実
験
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
次
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
環
境
問
題

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
町
が
開
催
し
た
イ
ベ
ン
ト
。

ｅ
ｃ
ｏ
実
験
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の
ら

ん
ま
先
生
が
、空
気
砲
を
は
じ
め

と
す
る
科
学
実
験
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

約
３
６
０
人
の
来
場
者
は
ら

ん
ま
先
生
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に

見
入
っ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

「
ア
ニ
メ
で
見
た
よ
う
な
現
象
を
実
際
に
見
ら
れ

て
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。中
で
も
、
空
気

砲
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
で
、自
分
で
も
や
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
」

玉た
ま
し
ろ城　

昊そ
ら

さ
ん

（
勝
岡
小
２
年
）

来
場
者

町
と
株
式
会
社
み
ゆ
き
学
園

災
害
協
定
を
締
結

８
月
４
日（
火
）、
町
役
場
で
、

自
動
車
学
校
を
運
営
す
る
株
式
会

社
み
ゆ
き
学
園（
中な

か
む
ら村
壽と

し
ひ
で秀
代
表・

都
城
市
）と
町
と
の
間
で「
災
害
時

に
お
け
る
自
動
車
学
校
施
設
等
の

供
給
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し

ま
し
た
。

こ
の
協
定
に
は
、災
害
時
の
応

急
対
策
と
し
て
同
社
が
保
有
す
る

車
両
、
施
設
、
備
蓄
燃
料
な
ど
の

供
給
や
、運
転
操
作
に
伴
う
社
員

の
派
遣
な
ど
に
関
し
て
協
力
す
る

こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

町
長
は「
今
回
の
協
定
締
結
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
安
心
に

つ
な
が
る
も
の
。
町
と
し
て
は
、

今
後
も
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
」と
述
べ
ま

し
た
。

な
お
、
町
は
、
今
回
の
協
定
締

結
を
含
め
て
41
社
と
災
害
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。
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せら知おせら知お  

町
は
、
農
業
関
連
の
経
費
高
騰
に
よ
っ

て
、
農
業
経
営
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
町

内
農
業
経
営
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め

に
、
予
算
の
範
囲
内
で「
町
原
油
価
格
・

物
価
高
騰
農
業
者
支
援
金
」を
交
付
し
ま

す
。

●�

交
付
対
象
者
＝
次
の
要
件
を
全
て
満
た

す
個
人
ま
た
は
法
人

①�

令
和
８
年
１
月
１
日
時
点
で
、
町
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
主
た
る
事

務
所
を
有
す
る
農
業
法
人
な
ど
で
あ
る

こ
と

②�

所
得
税
申
告
ま
た
は
町
税
の
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
経
営
者
で
、
令
和
７

年
分
の
農
業
収
入
金
額
が
１
２
０
万
円

以
上
あ
る
こ
と

③�

こ
の
支
援
金
の
交
付
を
受
け
た
後
も
、

事
業
を
継
続
す
る
意
志
が
あ
る
こ
と

④
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

●
支
給
金
額
＝

・
個
人
…
１
経
営
体
あ
た
り
５
万
円

・
法
人
な
ど
…
１
経
営
体
あ
た
り
10
万
円

●
必
要
書
類
＝

①
申
請
兼
実
績
報
告
書

②
誓
約
書

③
交
付
請
求
書

④�

口
座
情
報
が
確
認
で
き
る
通
帳
の
コ

ピ
ー

⑤�

令
和
７
年
分
の
農
業
収
入
金
額
が
証
明

で
き
る
書
類
な
ど

●�

申
請
期
限
＝
12
月
18
日（
金
）（
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
の
閉
庁
日
を
除
く
）

　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
申
請
先
＝
農
業
振
興
課
農
政
企
画
係

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

農
業
振
興
課　
農
政
企
画
係

☎
52
－
９
０
８
６

令
和
９
年
２
月
14
日（
日
）に
開
催
さ

れ
る「
三
股
町
文
化
の
祭
典
」の「
童
謡

ま
つ
り
」で
、
童
謡
や
唱
歌
を
歌
う
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。「
歌
い
た
い
」と
思

う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

●
参
加
条
件
＝

①
曲
は
童
謡
も
し
く
は
唱
歌

※
生
演
奏
・
ア
カ
ペ
ラ
の
み
可

②
２
人
以
上
で
の
合
唱

③
出
演
時
間
は
１
団
体
６
分
程
度（
予
定
）

④�

団
体
別
の
舞
台
リ
ハ
ー
サ
ル(

令
和
９

年
２
月
を
予
定) 

、
総
合
リ
ハ
ー
サ
ル

（
令
和
９
年
２
月
13
日（
土
））に
必
ず

参
加
す
る
こ
と

※�

出
演
時
間
、
リ
ハ
ー
サ
ル
・
本
番
の
日

程
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
は
、
10
月
中

に
連
絡
し
ま
す
。

※
定
員
は
、13
組
で
す
。

●
申
込
期
限
＝
９
月
30
日（
水
）

※�

メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
可
。
郵
送
の
場

合
は
期
限
必
着
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
立
文
化
会
館

☎
51
－
３
４
６
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

bunka-k@
tow
n.m
im
ata.lg.jp

令
和
９
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
保
護
者
に
案
内
を
送
り
ま

す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

宮
村
小
学
校
入
学
予
定
児
童
は
、
健
康

診
断
終
了
後
、
標
準
服
の
採
寸
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

教
育
課　
学
校
教
育
係

☎
52
－９
３
１
４

結
婚
を
希
望
す
る
独
身
男
女
に
と
っ

て
有
意
義
な
出
逢
い
・
交
流
の
機
会
を

提
供
す
る
た
め
、
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
す
。

●
日
時
＝
11
月
８
日（
日
）

    　
　

正
午
～
午
後
３
時

●
場
所
＝
な
が
た
ん
ち

●
対
象
＝
25
～
40
歳
程
度
の
人

●
イ
ベ
ン
ト
内
容
＝

・
１
対
１
ト
ー
ク

・
食
事
・
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク

・
マ
ッ
チ
ン
グ
カ
ー
ド
記
入

●�

参
加
料
＝
男
性
４
５
０
０
円
、
女
性

１
５
０
０
円

●�

申
込
方
法
＝
10
月
16
日（
金
）ま
で
に
、

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

　
企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

　
☎
52
－
１
１
１
４

町
は
、
新
婚
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
応
援

す
る
た
め
、
住
宅
取
得
費
用
な
ど
の
一
部

を
補
助
し
て
い
ま
す
。
申
請
す
る
人
は
、

対
象
と
な
る
要
件
や
必
要
な
提
出
書
類
の

確
認
の
た
め
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

●�

対
象
世
帯
＝
①
～
④
の
条
件
を
全
て
満

た
す
人

①
令
和
８
年
１
月
１
日
以
降
に
婚
姻
し
た

②
婚
姻
日
の
年
齢
が
夫
婦
と
も
に
39
歳
以
下

③
夫
婦
の
合
計
所
得
が
５
０
０
万
円
未
満

　
（
直
近
の
所
得
証
明
書
の
額
）

④�

夫
婦
の
双
方
が
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
な
ど
に

関
す
る
講
習
な
ど
を
受
講
し
て
い
る

●�

対
象
経
費
＝
４
月
１
日（
水
）
〜
令
和

９
年
２
月
26
日（
金
）ま
で
に
支
払
っ

た
費
用
が
対
象
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る

場
合
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

（
１
）住
宅
賃
貸
費
用

婚
姻
を
機
に
新
た
に
契
約
し
た
住
宅
の

賃
借
に
要
し
た
費
用
お
よ
び
既
に
契
約
済

の
住
宅
で
婚
姻
日
ま
た
は
婚
姻
を
機
に
同

恋
が
動
き
出
す
」を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
３
日（
土
）

　
　
　
　
午
後
６
時
～
９
時

●
場
所
＝
Ｃ
Ｏ
Ｎ
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ｔ（
都
城
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
２
階
）

●
対
象
＝
20
～
49
歳
の
人

●
イ
ベ
ン
ト
内
容
＝

・�

参
加
者
の
緊
張
を
解
し
、
ス
ム
ー
ズ
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
す
た
め
の

セ
ミ
ナ
ー
（
15
分
）

・
グ
ル
ー
プ
ト
ー
ク（
70
分
）

・
フ
リ
ー
ト
ー
ク（
60
分
）

・
マ
ッ
チ
ン
グ
カ
ー
ド
記
入

●�

参
加
料
＝
男
性
３
５
０
０
円
、
女
性

３
０
０
０
円

●�

申
込
方
法
＝
９
月
25
日（
金
）ま
で
に
、

次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

町
商
工
会

☎
52
－
２
２
２
６

●
日
時
＝
10
月
16
日（
金
）

　
　
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
　
　
（
受
付
午
後
１
時
～
）

●
会
場
＝
ホ
テ
ル
中
山
荘

　
　
　
　
都
城
市
松
元
町
３
街
区
20
号

●�

参
加
見
込
企
業
＝
20
社
程
度（
三
股
町
、

都
城
市
に
就
業
場
所
が
あ
る
企
業
）

●�

主
催
＝
都
城
公
共
職
業
安
定
所
、
宮
崎

労
働
局
、宮
崎
県
、都
城
市

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
次
の
も
の
を
持
っ

て
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

（
事
前
申
込
は
不
要
）。

①�

障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も

の（
障
害
者
手
帳
な
ど
）

②
写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書
と
そ
の
コ
ピ
ー

※�

履
歴
書
の
コ
ピ
ー
は
、
面
接
予
定
企
業

数
に
応
じ
て
枚
数
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
都
城　
障
害
者
担
当

☎
22
－
１
７
４
５（
43
＃
）

が
ん
に
関
す
る
情
報
を
知
り
た
い
人
、

病
気
に
な
っ
て
辛
か
っ
た
こ
と
や
治
療
の

悩
み
な
ど
、
自
由
に
話
を
す
る
交
流
の
場

で
す
。
１
人
で
悩
ま
ず
、
多
く
の
仲
間
と

ホ
ッ
と
一
息
つ
け
る
時
間
を
一
緒
に
過
ご

し
ま
せ
ん
か
？

●
日
程
＝
９
月
17
日（
木
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●�

場
所
＝
国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン

タ
ー

●�

内
容
＝
治
療
中
の
食
事
で
困
っ
た
と
き

の
ヒ
ン
ト
！

●
対
象
＝
が
ん
患
者
や
家
族
な
ど

※�

同
院
に
通
院
し
て
い
な
く
て
も
参
加
で

き
ま
す
。

※�

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
名
前
、
参
加

人
数
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
＝

国
立
病
院
機
構
都
城
医
療
セ
ン
タ
ー

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
－
４
１
１
－
３
２
９

居
を
始
め
た
日
以
後
の
住
宅
の
賃
借
に
要

し
た
費
用
の
う
ち
賃
料
、
敷
金
、
礼
金
、

共
益
費
お
よ
び
仲
介
手
数
料
。

（
２
）住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
実
施
し
た
、
住

宅
機
能
の
維
持
ま
た
は
向
上
を
図
る
た
め

に
行
う
修
繕
、
増
築
、
改
築
、
設
備
更
新

な
ど
の
工
事
費
用
。

（
３
）住
宅
取
得
費
用

婚
姻
日
か
ら
起
算
し
て
１
年
前
の
日
以

後
に
婚
姻
を
機
に
新
た
に
取
得
し
た
住
宅

の
購
入
ま
た
は
新
築
に
要
し
た
費
用
。

（
４
）引
越
費
用

婚
姻
を
機
に
町
内
に
引
越
し
す
る
際
に

要
し
た
経
費
の
う
ち
、
引
越
業
者
ま
た
は

運
送
業
者
へ
支
払
っ
た
費
用
。

※�（
１
）
～
（
３
）に
つ
い
て
は
、居
住
用

途
の
部
分
と
事
業
用
途
の
部
分（
店
舗

な
ど
）が
併
存
す
る
併
用
住
宅
に
お
い

て
は
、
居
住
用
途
の
部
分
の
み
対
象
と

し
ま
す
。

●
補
助
金
額
＝
最
大
30
万
円

●�

申
請
期
限
＝
令
和
９
年
２
月
26
日（
金
）

●
お
問
い
合
わ
せ
＝

企
画
商
工
課　
企
画
政
策
係

☎
52
－
１
１
１
４

結
婚
を
望
む
独
身
男
女
に
出
会
い
の
場

を
提
供
し
、
積
極
的
な
一
歩
を
後
押
し
す

る
た
め
に
、
町
商
工
会
女
性
部
が
、
婚
活

イ
ベ
ン
ト「
10
月
３
日
♡
ハ
ー
ト
の
町
で

愛
の
ご
寄
付

相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●��

Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ　
☎
＃
８
０
０
８

●��

宮
崎
県
女
性
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
☎
０
９
８
５
－
22
－
３
８
５
８

●�

警
察
安
全
相
談
室　
☎
＃
９
１
１
０

●�

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
相
談
室

　
☎
０
９
８
５
－
60
－
１
８
２
２

●�

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン（
法
務
省
）

　
☎
０
５
７
０
－
０
７
０
－
８
１
０

●��

性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
さ
ぽ
ー
と
ね
っ
と
宮
崎

　
☎
０
９
８
５
－
38
－
８
３
０
０

●�

町
女
性
相
談
所　
☎
52
－
０
９
９
９

●�

町
役
場
総
務
課
行
政
係

　
☎
52
－
１
１
１
２

※�

緊
急
時
は
迷
わ
ず
１
１
０
番
へ

７
月
１
日
か
ら
７
月
31
日
ま
で

社
会
福
祉
法
人
三
股
町
社
会
福
祉
協
議
会

●
忌
明
寄
付

●
一
般
寄
付

医
療
法
人
宏
仁
会　
メ
デ
ィ
カ
ル
シ
テ
ィ
東
部
病
院

（
み
ま
た
ん
ど
う
ぞ
便
へ
の
寄
付
）…
3
万
円

町
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
農
業

者
支
援
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

婚
活
イ
ベ
ン
ト「
10
月
３
日
♡

ハ
ー
ト
の
町
で
恋
が
動
き
出

す
」が
開
催
さ
れ
ま
す

三
股
町
文
化
の
祭
典「
童
謡
ま
つ

り
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

学
校
名

実
施
日（
場
所
）

受
付
時
間

三
股
小
学
校
10
月
28
日（
水
）

（
三
股
小
学
校
体
育
館
）

午後１時30分~１時50分

勝
岡
小
学
校
10
月
19
日（
月
）

（
勝
岡
小
学
校
体
育
館
）

三
股
西
小
学
校
10
月
22
日（
木
）

（
三
股
西
小
学
校
体
育
館
）

梶
山
小
学
校

宮
村
小
学
校

長
田
小
学
校
10
月
8
日（
木
）

（
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
）

新
入
学
予
定
児
童
の
健
康
診
断

を
行
い
ま
す

結
婚
新
生
活
を
支
援
し
ま
す
！

「
令
和
８
年
度
都
城
障
害
者
ふ
れ

あ
い
面
接
会
」を
開
催
し
ま
す

お
し
ゃ
べ
り
が
ん
サ
ロ
ン「
ル
ピ

ナ
ス
」が
開
催
さ
れ
ま
す

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
か
ら
の

暴
力
に
関
す
る
相
談
窓
口

寄
付
者

続
柄

故
人
名
年
齢

地
区

金
額

永な
が
よ
し𠮷

照て
る
み美

妻
永な

が
よ
し𠮷

三さ
よ
こ

代
子

86

蓼
池

3
万
円

上か
み
む
ら村
健け

ん
い
ち一

父
上か

み
む
ら村　

優ま
さ
る

96

上
米

3
万
円

飯い
い
だ田

初は
つ
の
り則

母
飯い

い
だ田

好よ
し
こ子

88

上
米

3
万
円

島し
ま
だ田

秋あ
き
こ子

夫
島し

ま
だ田

良よ
し
み己

83
東
植
木
3
万
円

瀬せ
と
や
ま
戸
山
和か

ず
こ子

母
森も

り
ミ
ツ
子こ

96
山
王
原
3
万
円

町
主
催
婚
活
イ
ベ
ン
ト「
秋
を
彩

る
♡
青
空
Ｂ
Ｂ
Ｑ
恋
活
㏌
三
股
」

を
開
催
し
ま
す

詳細・申し込みは
こちら

町公式サイト申し込みはこちら
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祉福と健保祉福と健保

　
※
要
予
約

理
学
療
法
士
・
植う

え
む
ら村
郁か

お
る

さ
ん
、
内う

ち
く
ぼ

久
保

鮎あ
ゆ
こ子
さ
ん
が
、
一
人
一
人
の
身
体
の
状
態

に
合
わ
せ
て
体
を
ほ
ぐ
し
て
い
き
ま
す
。

体
と
心
に
向
き
合
い
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
10
月
２
日（
金
）

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～

●�

対
象
＝
町
内
在
住
で
産
後
２
カ
月
～
１

年
２
カ
月
以
内
の
お
母
さ
ん

　
※
要
予
約（
４
組
限
定
）

子
育
て
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
は
ぐ
く

み
」に
よ
る
ア
ロ
マ
、
ヨ
ガ
や
ベ
ビ
ー
・

キ
ッ
ズ
ス
キ
ン
ケ
ア
の
教
室
で
す
。

●
期
日
＝
10
月
８
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

●
定
員
＝
５
組（
要
予
約
）

子
育
て
の
悩
み
や
発
達
の
不
安
な
ど
を

気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。「
小
さ
な

集
団
遊
び
」と
ひ
か
り
園
の
先
生
を
交
え

て
お
母
さ
ん
の
座
談
会
を
行
い
ま
す
。
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。

●
期
日
＝
10
月
14
日（
水
）　

●
時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時

●
講
師
＝
都
城
ひ
か
り
園
の
先
生

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の

杜
」
大
会
議
室
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

●
期
日
＝
10
月
１
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
７
年
９
月
、
令
和
８
年

３
月
、７
月
生
ま
れ

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
お
っ
ぱ
い
相
談
希
望
者
は
タ
オ
ル
３

枚
程
度
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※�

希
望
者
に
は
、
お
っ
ぱ
い
相
談
や
栄
養

相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
９
月
17
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
６
年
２
月
、
３
月
生
ま

れ
●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト

※�

歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
希

望
者
に
は
、
こ
と
ば
の
相
談
、
こ
こ
ろ

の
相
談
や
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

●
期
日
＝
10
月
15
日（
木
）

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
～
１
時
30
分

●�

対
象
者
＝
令
和
５
年
３
月
、４
月
生
ま
れ

●�

持
っ
て
く
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、検
尿

※�

内
科
と
歯
科
の
診
察
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
希
望
者
に
は
心
理
相
談
、
こ
と
ば

い
る
保
育
士
さ
ん
が
立
ち
上
げ
た
サ
ー
ク

ル
で
す
。
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
楽
し
み

な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
一
緒

に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。
身
体
計
測
と
成
長

記
録
も
で
き
ま
す
。

●
期
日
＝
９
月
17
日（
木
）

●�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
出
入
り
自
由
）

月
に
一
度
、
セ
ン
タ
ー
で
お
昼
ご
は
ん

を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
お
弁
当
や

軽
食
の
持
参
が
可
能
で
す
。“
み
ち
ば
あ

ば
”の
手
作
り
お
弁
当（
要
予
約
）の
注
文

も
で
き
ま
す
の
で
、
親
子
で
ゆ
っ
く
り
ラ

ン
チ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
９
月
18
日（
金
）

●�

時
間
＝
正
午
～
午
後
１
時（
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
の
前
後
も
遊
べ
ま
す
）

笑
顔
を
運
ぶ
音
楽
団「
小
さ
な
音
楽
会
」

の
、
絵
本
に
合
わ
せ
た
歌
と
演
奏
で
楽
し

い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
９
月
29
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～

●�

場
所
＝
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気

の
杜
」大
会
議
室　
※
要
予
約

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
お
お
き
な
木
」に
よ
る
読
み
聞
か
せ
を

行
い
ま
す
。
わ
ら
べ
う
た
や
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
も
あ
り
ま
す
。

●
期
日
＝
10
月
１
日（
木
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

の
相
談
や
栄
養
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
町
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
「
元
気
の
杜
」の
中
に
あ
り

ま
す
。
利
用
で
き
る
の
は
、
未
就
学
の
子

ど
も
で
保
護
者
同
伴
が
原
則
で
す
。

月
～
金
曜
の
午
前
９
時
～
正
午
と
、
午

後
１
時
～
３
時
の
開
放
日
に
合
わ
せ
て
、

毎
月
楽
し
い
行
事
や
教
室
を
行
っ
て
い
ま

す
。
親
子
で
ほ
っ
と
で
き
る
場
所
へ
遊
び

に
来
ま
せ
ん
か
。

親
子
で
外
国
語
指
導
助
手
の
先
生
と
一

緒
に
英
語
に
慣
れ
親
し
み
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
毎
週
水
曜
日

●
時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

●
講
師
＝
ラ
イ
ト
・
デ
レ
ッ
ク
先
生　

　
※
要
予
約

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
ふ
わ
ふ
わ
布

絵
本
の
会
」
が
手
作
り
作
品
を
使
っ
て
お

話
し
会
を
開
き
ま
す
。
や
わ
ら
か
な
布
絵

本
の
世
界
を
親
子
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

●
期
日
＝
９
月
15
日（
火
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
11
時

　
※
要
予
約

双
子
を
含
む
４
人
の
子
ど
も
を
育
て
て

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　

 

☎
52
－
８
１
０
１

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

当
セ
ン
タ
ー
は
ご
近
所
で
助
け
合
う
子

育
て
を
組
織
化
し
た
も
の
で
す
。〝
依
頼

者
は
信
頼
・
安
心
し
て
預
け
、
提
供
者
は

大
切
に
か
わ
い
が
っ
て
預
か
っ
て
く
れ

る
〟そ
ん
な
、
お
互
い
に
と
っ
て
優
し
さ

や
喜
び
が
響
き
合
う
こ
と
を
大
切
に
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

利
用
す
る
に
は
事
前
に
会
員
登
録
が
必

要
で
す
。

〈
現
在
行
っ
て
い
る
援
助
活
動
〉

用
事
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
い
と
き
の

子
ど
も
の
預
か
り
、
児
童
ク
ラ
ブ
や
保
育

施
設
へ
の
送
迎　
な
ど

●�

利
用
料
金
＝
町
が
１
人
目
の
み
１
時
間

３
０
０
円
を
助
成
し
ま
す

※
助
成
後
の
料
金
を
表
記
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
運
動
実
践
指
導
者
の
指
導
で
、
音

楽
に
合
わ
せ
な
が
ら
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
た

り
、
歩
く
動
作
を
中
心
と
し
た
運
動
を
し

ま
す
。
運
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日
＝
10
月
19
日（
月
）

●
時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

●
持
っ
て
く
る
も
の
＝
室
内
用
シ
ュ
ー

ズ
、タ
オ
ル
、飲
み
物

●
場
所
＝
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

※�

動
き
や
す
い
格
好
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

平
均
寿
命
が
延
び
て
い
る
近
年
、
国
民

の
健
康
水
準
も
向
上
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
方
で
、
高
齢
化
や
社
会
生
活
環
境
の
急

激
な
変
化
に
伴
い
、
糖
尿
病
、
が
ん
、
心

臓
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
増

加
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
生
活
習
慣
の
改
善
を
し
、

生
活
習
慣
病
の
発
病
を
予
防
す
る「
一
次

予
防
」が
重
要
に
な
り
ま
す
。
健
康
診
断

や
が
ん
検
診
の
受
診
、
運
動
習
慣
や
食
生

活
の
改
善
な
ど
、
健
康
的
な
生
活
習
慣

の
確
立
に
努
め
、
健
康
寿
命（
心
身
と
も

に
自
立
し
、
健
康
で
、
日
常
生
活
に
制
限

な
く
過
ご
せ
る
期
間
）を
延
ば
し
ま
し
ょ

う
。

都
城
市
・
三
股
町
在
宅
医
療
介
護
連
携

推
進
協
議
会
で
は
、
次
の
日
程
で
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
医
療
と
介
護
の
役
割

や
魅
力
に
つ
い
て
体
験
を
交
え
て
伝
え
る

こ
と
で
、
将
来
を
見
据
え
た
専
門
職
の
人

材
育
成
を
行
う
こ
と
や
地
域
住
民
と
専
門

職
が
繋
が
る
こ
と
を
目
指
し
て
開
催
す
る

も
の
で
す
。

今
回
は
、
都
城
市
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ

ラ
ザ
１
階
フ
ロ
ア
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

都
城
市
・
三
股
町
在
宅
ぼ
ん
ち
ネ
ッ

ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

●
日
時
＝
10
月
４
日（
日
）

　
　
　
　
午
前
11
時
～
午
後
３
時

●�

会
場
＝
都
城
市
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ

ザ　
茶
霧
茶
霧
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ほ
か

●�

内
容
＝
次
の
、
12
職
種
な
ど
の
ブ
ー
ス

や
展
示
で
、
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー
ム
や
職
業

体
験
を
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、「
歯
ッ

ピ
ー
ひ
む
か
号
」、「
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー

マ
シ
ー（
動
く
薬
局
）」や
救
急
車
両（
消

防
局
）も
や
っ
て
来
ま
す
。

●�

職
種
＝
医
師
・
歯
科
医
師
・
看
護
師
・

薬
剤
師
・
理
学
療
法
士
・
作
業
療
法
士
・

介
護
福
祉
士
・
栄
養
士
・
歯
科
衛
生
士
・

言
語
聴
覚
士
・
介
護
支
援
専
門
員
・
救

急
救
命
士
・
社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

※�

当
日
の
状
況
に
よ
り

内
容
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す

赤
ち
ゃ
ん
健
診

セ
ン
タ
ー
へ
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

英
語
で
あ
そ
ぼ
う

ふ
わ
ふ
わ
布
絵
本

２
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

子
育
て
を
手
助
け
し
て
ほ
し
い
人 

→ 

お
ね
が
い（
依
頼
）会
員

子
育
て
を
援
助
し
た
い
人 

→ 

ま
か
せ
て（
提
供
）会
員

利
用
時
間

１
時
間
あ
た
り
の
利
用
料
金

月
〜
金
曜

午
前
７
時
〜
午
後
7
時
子
ど
も
１
人
目
３
０
０
円

２
人
目
以
降
３
０
０
円

月
〜
金
曜
の
早
朝
・
夜
間

と
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

子
ど
も
１
人
目
５
０
０
円

２
人
目
以
降
４
０
０
円

高
齢
者
（
介
護
保
険
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ  

☎
52
－
９
０
６
３・８
６
３
４

子
ど
も

３
歳
児
健
診

親
子
サ
ー
ク
ル　
キ
ラ
キ
ラ

お
は
な
し
か
い

ラ
ン
チ
タ
イ
ム

お
は
な
し
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
た
ん
ぽ
ぽ

か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　  

☎
51
－
５
６
８
８

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
教
室

m

ま

ま

の

て

am
anote

（
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
☎
52
－
８
４
８
１

リ
ズ
ム
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

一　
般

は
ぐ
く
み
教
室

９
月
は「
健
康
増
進
普
及
月
間
」

で
す

１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り

禁
煙　
良
い
睡
眠 ～

健
康
寿
命
の
延
伸
～

都
城
市
・
三
股
町
在
宅
ぼ
ん
ち

ネ
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開

催
し
ま
す

在宅ぼんちネット
公式サイト

足もと元気教室
●日程＝９月15日～ 10月14日までの分
地区名 時間 場所 日程

1 地区 午前９時30分～11時 第 1 地区分館
９月18日(金)

10月２日(金)

2 地区 午後１時30分～３時 第 2 地区交流プラザ 10月１日(木)

3 地区 午後１時30分～３時 第 3 地区分館 10月８日(木)

4 地区 午前９時30分～11時 第 4 地区分館
９月16日(水)

10月14日(水)

5 地区 午後１時30分～３時 轟木集落館 ９月17日(木)

蓼池 午前９時30分～11時 蓼池児童館
９月17日(木)

10月１日(木)

花見原 午前９時30分～11時 花見原コミュニティセンター 10月７日(水)

餅原 午前９時30分～11時 餅原研修館 ９月28日(月)

三原 午後１時30分～３時 三原地区コミュニティセンター ９月16日(水)

中原 午前９時30分～11時 中原コミュニティセンター
９月30日(水)

10月14日(水)

今市 午前９時30分～11時 今市児童館 10月５日(月)

下新 午前９時30分～11時 第 7 地区分館 10月９日(金)

8 地区 午前９時30分～11時 第 8 地区分館 ９月25日(金)

9 地区 午後１時30分～３時 第 9 地区分館
９月30日(水)

10月14日(水)

●�準備するもの＝体操のできる服装、タオル、シューズ、水分
補給用の飲み物

※�９月１日～ 14日の日程は、『広報みまた』先月号を確認して
ください。

子育て支援センターの
Instagramは
こちら

詳
し
く
はInstagram

や
町
社

会
福
祉
協
議
会
公
式
サ
イ
ト
で

も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
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情のしらく 報

交通事故（人身）発生ワースト順位 ◎県内第16位／令和８年6月30日現在（全26市町村中）※ワースト…悪い方からの順位

◎町税の納付は「安心・便利・確実」な口座振替のご利用を！◎この社会 あなたの税が生きている◎たばこは町内で買いましょう

税のお知らせ ● 税務財政課からのお知らせ¥

三股町の人口（令和８年８月１日現在） ◦男／11,535人◦女／13,259人◦合計／24,794人（前月比＋14人）
◦世帯数／10,306戸（−5戸）◦出生／11人◦死亡／27人◦転入／79人◦転出／49人

9月30日（水）は納期限です
●固定資産税（第２期）
●国民健康保険税（第３期）
９月25日（金）が口座振替日です。24日（木）までに
預貯金口座の残高確認をお願いします。
なお、やむを得ず口座振替ができなかったときは、
10月13日（火）に再振替を行います。
■お問い合わせ＝納税管理係　☎52-9635

「納税相談」を利用してください
「やむを得ない特別な事情があって納期限内に納
税できない」「減収により一度に納めることが難し
い」といった場合には、特別収納対策係に相談してく
ださい。
滞納したままでいると延滞金が日に日に増してい
きます。また、滞納したまま連絡もなく、納付の意思

が認められない場合、やむを得ず預貯金、給料や自動
車などの財産を差し押える「滞納処分」を行うことに
なります。
■お問い合わせ＝特別収納対策係　☎52-9634

町税などに関する届け出について
「今一度、確認をお願いします」
国民健康保険の加入者で社会保険に加入した人、ま
たは会社を退職した人、軽自動車（原動機付自転車、小
型特殊自動車や自動二輪車など）に乗らなくなった場
合や他人に譲り渡した場合は、早めに手続きを行って
ください。
届け出をしないと、いつまでも税金を払うことにな
ります。場合によっては、過去にさかのぼって税金を
払うことになってしまいます。
■お問い合わせ＝住民税係　☎52-9638

　情のしらく 報

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

今月号を読んだ感想、今後取り上げてほしい話題や記
事、あなたの身近で起きた出来事などお寄せください。

皆さんのまちづくりに対する夢あるご意見、ご提
案を募集します。

お送りいただいた個人情報等は、今後の広報紙の誌面づくりの参考に致します。
それ以外に情報の利用は致しません。

休日急患診療機関くらしのカレンダー 〔ゴミ回収日・図書館休館日・イベント〕
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５

可燃物 可燃物

６ ７ ８ ９ 10 11 12

可燃物
図書館休館日

可燃物 白色トレイ
ペットボトル

可燃物

13 14 15 16 17 18 19

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日

缶・ビン 可燃物

20 21
敬老の日

22
国民の休日

23
秋分の日

24 25 26

可燃物
図書館休館日

可燃物
図書館休館日 図書館休館日

不燃物
図書館休館日

可燃物

27 28 29 30

可燃物
図書館休館日

可燃物

9月 5月

町公式サイト

休日急患診療機関
日 病院名 町　名 電話番号

６ 日

はしぐち小児科（小） 都 原 町 ☎24-5500
藤元上町病院（内） 上 町 ☎23-4000
隅病院（内・胃） 高 崎 町 ☎62-1100
都北ごとうクリニック（外・肛）都 北 町 ☎38-6060
なかむら整形外科クリニック(整) 平 江 町 ☎36-5333
西浦医院（耳鼻） 松 元 町 ☎22-0715

13 日

志々目医院（内・小） 山之口町 ☎57-2004
田口循環器科・内科クリニック（内）下 川 東 ☎24-0600
ホームクリニックみまた（内・呼） 三 股 町 ☎52-1348
福島外科胃腸科整形外科医院（外・胃・整） 都 北 町 ☎38-1633
江夏整形外科クリニック（整・リウ・リハ） 三 股 町 ☎51-1122
ふたみ眼科（眼） 都 北 町 ☎38-5532

20 日

共立医院（小） 蔵 原 町 ☎22-0213
瀬ノ口醫院（内・消） 姫 城 町 ☎25-5155
大岐医院（内・胃） 山之口町 ☎57-2025
もりやま脳神経外科（脳） 久保原町 ☎21-6888
小牧病院（整） 立 野 町 ☎24-1212
北原医院（産・婦） 北 原 町 ☎22-4133

21 月

畠中小児科医院（小） 三 股 町 ☎52-6000
森山内科・脳神経外科（内） 南鷹尾町 ☎21-5000
坂田医院（内・消） 三 股 町 ☎51-2003
柳田病院（外） 東 町 ☎22-4862
清風会クリニック（泌） 栄 町 ☎25-1177
都城こみぞ眼科（眼） 三 股 町 ☎57-7722

22 火

久保原田中医院（内・小） 久保原町 ☎22-7700
藤元総合病院（内） 早 鈴 町 ☎22-1717
ライフクリニック（内） 安 久 町 ☎39-2525
あさぎり頭痛・脳神経クリニック（脳・外・内） 三 股 町 ☎52-7788
ながはま整形外科（整） 都 北 町 ☎46-7188
中山産婦人科医院（産・婦） 前 田 町 ☎23-8815

23 水

早水公園クリニック（内・小・外・消・アレ） 早 水 町 ☎36-6117
ゆうクリニック（内） 広 原 町 ☎46-6100
田中隆内科（内） 三 股 町 ☎52-0301
山路医院（外・内） 山 田 町 ☎64-3133
飯田整形外科クリニック（整） 上 町 ☎46-5115
たき心療内科クリニック（心・精・神） 若 葉 町 ☎46-9191

27 日

仮屋医院（内・小） 上水流町 ☎36-0521
伊達クリニック（内・循） 牟 田 町 ☎36-7088
宇宿医院（内・胃・消） 栄 町 ☎25-9031
たかお浜田医院（外・内） 鷹 尾 ☎22-8818
よしかわクリニック（麻・整・内） 前 田 町 ☎23-9384
岩下耳鼻咽喉科（耳鼻） 三 股 町 ☎51-1187

日 病院名 町　名 電話番号

４ 日

たけしたこども医院（小） 三 股 町 ☎51-0005
坂元循環器内科医院（内・循） 宮 丸 町 ☎57-9933
三州病院（内） 花 繰 町 ☎22-0230
とまり内科外科胃腸科医院（内・外・胃） 三 股 町 ☎52-1135
都城明生病院（泌） 金 田 町 ☎38-1120
くぼた眼科（眼） 南鷹尾町 ☎26-3100

11 日

MKクリニック（小） 早 鈴 町 ☎51-6777
鵜木循環器内科医院（循・内） 花 繰 町 ☎26-0008
佐々木医院（内） 高 崎 町 ☎62-1103
吉松病院（外・整） 蔵 原 町 ☎25-1500
ならはら皮膚科医院（皮） 志比田町 ☎22-1455
あきづき医院（精） 上水流町 ☎36-0534

9月

※�

休
日
急
患
診
療
機
関
の
診
療
時
間
は
午
前
9
時
〜
午
後
6
時
で
す
。や
む
を

得
ず
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、☎
23
－
５
５
５
５
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い（
夜
間
は
都
城
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
☎
36
－
８
８
９
０
ま
で
）。な
お

歯
科
に
つ
い
て
は
☎
25
－
４
１
０
０
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

休日急患診療機関 10月

以後の休日急患診療機関については翌月号に掲載します。

17

９
月
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

近
年〝
な
が
ら
ス
マ
ホ
〟や
飲
酒
運
転

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
の
入
り
時
刻
が
急
激
に
早

ま
る
秋
口
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間

に
か
け
て
重
大
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。歩

行
者
も
運
転
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
地
域
一
帯
と
な
っ
て
、
交
通
安
全
運

動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
十
分
に
左
右

の
安
全
を
確
か
め
て
横
断
歩
道
を
渡
り

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
斜
め
横
断
や
、
車

の
直
前
・
直
後
を
横
断
す
る
の
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

早
朝
・
夜
間
・
夕
暮
れ
時
の
外
出
は
、

明
る
く
目
立
つ
色
の
服
装
と
反
射
材
の

着
用
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
な
ど
を
活
用
し

ま
し
ょ
う
。

⃝
�

早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
、
対
向
車
や

先
行
車
が
い
な
い
時
は
ハ
イ
ビ
ー
ム
を

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。「
絶

対
に
し
な
い･

さ
せ
な
い･

許
さ
な
い
」

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

運
転
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
使

用
や
注
視
は
、
大
変
危
険
で
す
。
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

自
転
車
は
車
の
仲
間
で
す
。
原
則
、
車

道
の
左
側
を
通
行
し
、
交
差
点
で
は
信

号
と
一
時
停
止
を
守
っ
て
、
周
囲
の
安

全
確
認
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

危
険
を
予
測
す
る「
か
も
し
れ
な
い
運

転
」を
励
行
し
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

４
月
１
日（
水
）か
ら
、
16
歳
以
上
の

人
に
よ
る
自
転
車
の
一
定
の
交
通
違

反
に
、交
通
反
則
通
告
制
度（
青
切
符
）

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

⃝
�

９
月
１
日（
火
）か
ら
、
中
央
線
な
ど

の
な
い
道
路
の「
法
定
速
度
」が
時
速

60
㌔
㍍
か
ら
時
速
30
㌔
㍍
に
引
き
下
げ

ら
れ
ま
す
。

運
動
期
間
中
、
町
内
で
は
、
地
域
一
体

と
な
っ
て
、
通
学
通
勤
時
間
帯
で
の
街
頭

指
導
や
広
報
活
動
な
ど
交
通
安
全
の
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

歩
行
者
は
、
反
射
材
な
ど
を
着
用
し
、

安
全
な
横
断
方
法
を
実
践
し
ま
し
ょ
う

運
転
者
は
、
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
を
心

掛
け
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

交
通
ル
ー
ル
が一部
改
正
さ
れ
ま
し
た

令
和
８
年

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

期
間：９
月
21
日（
月
）～
30
日（
水
）

９
月
は
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
、
交
通
ル
ー

ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践

を
習
慣
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故

防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

近
年〝
な
が
ら
ス
マ
ホ
〟や
飲
酒
運
転

な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
、
日
の
入
り
時
刻
が
急
激
に
早

ま
る
秋
口
以
降
は
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間

に
か
け
て
重
大
事
故
が
多
発
し
て
い
ま

す
。歩

行
者
も
運
転
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守

り
、
地
域
一
帯
と
な
っ
て
、
交
通
安
全
運

動
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

⃝
�

早
朝
・
夜
間
・
夕
暮
れ
時
の
外
出
は
、

明
る
い
目
立
つ
色
の
服
装
や
反
射
材
を

着
用
し
ま
し
ょ
う
。

⃝

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、

・�

十
分
に
左
右
の
安
全
を
確
か
め
て
横
断

歩
道
を
渡
り
ま
し
ょ
う
。

・�

運
転
者
に
対
し
、
手
を
上
げ
る
な
ど
の

意
思
表
示
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

斜
め
横
断
や
、
車
の
直
前
・
直
後
を
横

断
す
る
の
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

通信
ま
ち
に
、交
流
の
き
っ
か
け
を

木
製
の
棒
を
投
げ
３
～
４
㍍
先
の
12

本
の
ピ
ン
を
倒
し
て
得
点
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ「
モ
ル
ッ
ク
」。
本
町
で
活
動
す
る

チ
ー
ム「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
」の
小こ

ば
や
し林
晴は

る
き輝
さ
ん

は
、
４
年
前
、
高
校
時
代
の
同
級
生
た
ち

と
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
競
技
を
始
め
た
。

「
年
齢
や
運
動
の
得
意
・
不
得
意
に
関
係

な
く
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
、
仲
間
と
戦
略

を
練
り
な
が
ら
プ
レ
ー
し
、
好
プ
レ
ー
に
敵

味
方
関
係
な
く
た
た
え
合
う
中
で
、
参
加

者
同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
も
で
き
る

ん
で
す
。
勝
っ
て
も
負
け
て
も『
楽
し
か
っ

た
！
』と
思
え
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
よ
」
と
モ

ル
ッ
ク
の
魅
力
を
笑
顔
で
話
す
。
そ
ん
な

魅
力
を
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

小
林
さ
ん
は
新
た
な一歩
を
踏
み
出
し
た
。

「
７
月
に
体
験
交
流
会
を
開
催
し
、
約
40

人
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
９
月
に
は

町
内
で
大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
幅

広
い
世
代
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
モ

ル
ッ
ク
が
ま
ち
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」。“
人
と
人
と

の
交
流
”に
狙
い
を
定
め
、
小
林
さ
ん
は
今

日
も
大
会
の
準
備
に
汗
を
流
す
。

ま
ち
を
支
え
る
人
た
ち

西
植
木
在
住 

小こ
ば
や
し林 

晴は
る
き輝（

30
）さ
ん

「
モ
ル
ッ
ク
」に
魅
せ
ら
れ
て

209

POST CARD

お手数ですが
切手を貼って
お出しください。

8 8 9 1 9 9 5

（
切
り
取
っ
て
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
く
だ
さ
い
）

氏　名
フリガナ

ご住所

電　話 （　　　　　　）　　　　　ー

年　齢 性　別 男 ・ 女

三股町役場　総務課
秘書広報係 行

2026.９　vol.673

わが家の一番星わが家の一番星
花は

な
ふ
さ房

　
ほ
の
ち
ゃ
ん

令
和
７
年
７
月
17
日
生
ま
れ（
１
歳
）

花
房
裕
樹
さ
ん・ま
あ
や
さ
ん
の
長
女

花
房
家
3
人
目
。
そ
し
て
念
願
の
女
の
子

♥
み
ん
な
大
喜
び
！ 

む
じ
も
む
じ
♥
桜

翔
と
大
翔
も
メ
ロ
メ
ロ
♥
産
ま
れ
て
き

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！ 

だ
い
す
き
!

家
族
み
ん
な
に
可
愛
が
っ
て
も
ら
え
て
、

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
の
僕
で
す
。
た
く
さ

ん
の
愛
に
包
ま
れ
て
す
く
す
く
大
き
く

な
ぁ
れ
ー
♥

米よ
ね
や
ま山

　
瑠る

か華
ち
ゃ
ん

令
和
７
年
11
月
12
日
生
ま
れ（
０
歳
）

米
山
賢
二
郎
さ
ん・絵
理
さ
ん
の
長
男

大人も一緒に「食育」
健康バランス食実践のために

旬の食材はおいしい！栄養
価が高い！安い！といいこ
と尽くしです。旬の食材を
使った健康バランス食を紹
介します。ご家庭での献立
にご利用ください。

いきいき
げんき！
毎月19日は
食 育 の 日

町の栄養士から

問い合わせ：町健康管理センター  ☎ 52 − 8481

９月の旬の食材
・シイタケ
・レンコン
・カボチャ
・リンゴ
※材料は全て 1 人分です

「とても速い速度で走り去った前
方の車に、次の信号で、法定速度以
下で走行している自分が追いつい
た」といった経験はありませんか？ 
私は何度も経験があり、その度に

「いくら飛ばしても、結局、到着時間
は変わらないんだろうな」などと思
うのです▼今月の特集は、生活道路
の法定速度に関するもの。９月１日

（火）から、生活道路の法定速度が時
速30㌔㍍に引き下げられます。法定
速度をはじめとする交通ルールは、
私たち全員がしっかりと守ってこそ
意味を成すもの。誰か１人の違反や
不注意が、ほかの誰かを傷つけるこ
とにつながりかねません▼この特集
をきっかけに「自分は交通ルールを
守れているのだろうか」などと考え
てみてはいかがでしょうか。

茶じょけ

発行・編集／三股町  総務課
〒889-1995
宮崎県北諸県郡三股町五本松1番地1
TEL 0986-52-1111（代表） 
FAX 0986-52-4944
町公式URL
https://www.town.mimata.lg.jp
町FacebookURL
https://www.facebook.com/mimatatown

令和８年９月１日号No.673

わが家の一番星 
町のLINE公式アカウントからお申し込みください。トー
ク画面で「一番星」とメッセージを送信すると、申込フォー
ムの案内メッセージが表示されます。
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❺❺

（申込者多数により、申し込みを一時停止する場合があります）
町のLINE

公式アカウントはこちら

問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎52-1113（直通）
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★総エネルギー　664㌔㌍　塩分：2.7㌘

活動の様子やイベント情報はこちら活動の様子やイベント情報はこちら
（Instagram）（Instagram）

❶❶

❷❷❸❸

❹❹

最新のイベント情報は、「よかもんや」公式サイトか
インスタグラムでご確認ください。

イベント
出店情報

𠮷
原
建
設
株
式
会
社
は
地
域
貢
献
活

動
の
一
環
で
、
農
業
事
業
部
を
設
置
し

て
い
ま
す
。同
部
は「
𠮷
原
Ｃ
．フ
ァ
ー

ム
」と
し
て
本
町
に
拠
点
を
構
え
、「
モ

リ
ン
ガ
」と
い
う
北
イ
ン
ド
原
産
の
植

物
を
無
農
薬
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ

の
モ
リ
ン
ガ
は
90
種
類
以
上
の
栄
養
素

と
二
酸
化
炭
素
の
高
い
吸
収
能
力
で
環

境
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
か
ら「
奇
跡

の
木
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
同
部
の

釣つ
る
い井
誠せ

い
い
ち一
さ
ん
は
、
モ
リ
ン
ガ
を
栽
培

し
始
め
た
き
っ
か
け
を「
社
員
の
一
人

が
テ
レ
ビ
番
組
で
モ
リ
ン
ガ
を
知
り
、

三
股
町
周
辺
は
栽
培
に
適
し
た
環
境
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
」と
話
し
ま
す
。

モ
リ
ン
ガ
の
栽
培
は
、
毎
年
５
月
頃

に
種
を
ま
き
、
８
月
中
旬
頃
か
ら
丁
寧

に
手
摘
み
し
ま
す
。「
無
農
薬
の
た
め

夏
場
の
草
む
し
り
は
大
変
で
す
が
、
手

間
を
惜
し
ま
ず
に
育
て
て
い
ま
す
」と

話
す
釣
井
さ
ん
。「
今
後
は
災
害
食
や

モ
リ
ン
ガ
を
使
っ
た
お
菓
子
な
ど
の
商

品
展
開
も
進
め
、
モ
リ
ン
ガ
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
」

と
将
来
を
見
据
え
ま
す
。

●
奇
跡
の
木「
モ
リ
ン
ガ
」

❶ 主食 /白ごはん
243㌔㌍　塩分０㌘
材　料　�ごはん…150㌘

❷ 主菜 /卵焼き
180㌔㌍　塩分 0.8㌘
材　料　�卵…1.5 個、●砂糖…小さじ２、●薄口しょう油…

小さじ 1/2、●お湯…小さじ１、油…小さじ 3/4、ワ
サビ ( 好みで ) ※倍量にすると作りやすい

作り方	 ①�ボウルに●を入れて混ぜ溶かす。
	 ②①に卵を割り入れさっくりと溶きほぐす。
	 ③�卵焼き器に油をひいてキッチンペーパーで余分な油

をふき取り、弱めの中火で熱し、卵液を1/3 量流し
入れ、焦げないように菜箸で混ぜながら焼く。

	 ④�卵が固まってきたら折りたたむようにして巻き、
奥側によせる。

	 ⑤�卵焼き器の空いたところに油をひき、卵液の半量
を流し入れて、半熟よりも固まってきたら卵を巻
く。もう一度同じことを繰り返す。

	 ⑥食べやすく切り分け、好みでワサビを添える。

❸ 副菜 /サバのつみれ汁
172㌔㌍　塩分 1.2㌘
材　料　�サバ水煮缶…1/3 缶（50㌘）、長ネギ…10㌘、片栗

粉…大さじ 1/2、おろしショウガ…小さじ 1/2、水
…150㍉㍑、干しシイタケ…1 枚、レンコン…30㌘、
カボチャ…40㌘、ニンジン…15㌘、ミソ…小さじ 1、
細ネギ…少々

作り方	 ①�長ネギはみじん切りする。レンコン、カボチャ、
ニンジンは厚めのいちょう切りにする。

	 ②�鍋に水と干しシイタケを入れ、シイタケが戻っ
たら取り出し、細切りにする。

	 ③�サバ缶は具と汁に分け、汁は②の鍋に入れる。
具はボウルに入れ、長ネギとおろしショウガ、
片栗粉を入れてよく混ぜる。

	 ④�②にレンコン、ニンジン、シイタケを入れて火
にかけ、煮えたらかぼちゃを加えて煮る。

	 ⑤�③を丸めながら入れ、つみれに火が通ったら火
を止め、ミソを溶き入れる。小口切りにした細
ネギを散らす。

❹ 副菜 /切干大根のメカブ和え
41㌔㌍　塩分 0.7㌘
材　料　�切干大根…5㌘、味付けメカブ…1/2 パック（25㌘）、

ゴマ油…小さじ 1/2
作り方	 ①�千切り大根は水につけて戻し、しっかり絞って食

べやすい長さに切る。
	 ②ボウルに材料すべてを入れて混ぜ合わせる。
❺もう一品 /季節の果物
28㌔㌍　塩分0㌘
材　料　�リンゴ…50㌘
作り方	 ①�リンゴは食べやすく切る。

❺❺

モリンガの収穫の様子
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